
 

 

 

 

 

 

 

昨年度助成団体からの報告 

 

 

3 月のプレゼンで子どもの居場所づくりをしていきたいと発表し、コロナ

禍でも可能な活動として桑名西高校の協力を得て、校内カフェを始めまし

た。校内カフェとは校内の教室をフリースペースとして作る事で、学生達に

とって無料で安心して気軽に来る事ができる居場所を作る活動です。 

助成金はそちらのボランティア保険や子ども達に提供する飲み物の購入

費として活用しています。 

 

 

 

 

 

 

化学肥料や農薬を使わない発想の中で、自然の材料を堆肥化にし

て、これを使って健康な野菜を作る目的で始めました。生ごみを資源

として活かす活動に賛同する方々の支援のもとで、落葉・もみ殻・牛鳥

糞・畑生ごみ・発酵菌を使って発酵堆肥を作っています。色々な方法

で自然栽培を進めるため、会員の畑での見学や研修会をしていま

す。助成金は、有機発酵堆肥を作るときの材料代（米糠・活性液）と堆

肥現場修理費用に充てました。 

お願い 

会員の高齢化に伴い、活動の継続が困難になってきています。 

持続可能な循環型社会を創生するために、自然と共に生きる水・お日

様・土・大気の恵みを頂く中で、みんなの生命となる食物を育てるた

め、ぜひ、多くの方々のお力添えをお願いします。 
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発行元 (特)みえきた市民活動センター 〒511-0088 桑名市南魚町 86めがね工房ごうじ内 
連絡先 TEL 0594-27-2700  FAX 0594-27-2733 E-mail  info@mie-kita.gr.jp 

２０２2 年１1月 20 日発行 

 

団体助成  「シェアリング桑名」 

 

団体助成  「つちっこの会」 

 

メンバーが素敵なチラシを作成してくれました    

ジュースなど、ご寄付してくださる方お待ちしております 

ボランティアや見学も大歓迎です♪ 



 

 

2022年 4月 3日(日)午前、いなべ市員弁庁舎の東側道で、ののはな交流会「春のお花見会」を 

開催しました。参加者は、保護者と子ども達・ののはなの会員 15人、バルーンアートの会 6 人で 

した。 

お花見の途中で小雨が降ってきたので、「放課後等デイサービスここいく」の建物をお借りして、

バルーンアート作りをしました。花や刀など色々なものを作って楽しみました。いただいた助成金

は、花見のお菓子、ジュース代やバルーンの代金に使いました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

今年度の第 15 回きらきら基金助成事業は ２０２３年３月１８日（土） 

くわなメディアライヴ 多目的ホールにて行います 

今年度は、新しくワールドカフェ形式を取り入れ、新たなつながりが生まれる場を作ります。 

皆様の参加をお待ちしています。 

●助成を受けていただく団体を募集します【募集期間 １2 月１日～１月３１日】 

★団体助成  【募集：7 団体】 【助成額：原資１４万円を寄付投票にて配分】  

新規助成団体に加えて、一度助成を受けた団体も応募できます。当日会場にて 5 分間のプレゼンをしていただき、

100 円単位で寄付投票し、その率に応じて原資を按分し助成します。使い道は自由です。 

  ★パートナー事業助成  【募集：３事業】 【助成額：１事業につき３万円】  

これまでに「団体助成」を受けたことがある団体と、その団体がパートナーとして選んだ団体が、一緒になって行う

事業に対して助成します。こちらも 5 分間のプレゼンをしていただきます。 

パートナーとなる団体は、きらきら基金の団体取材を受けていない団体も OKです。 

●社会貢献活動展示・アピール会へ参加してくださる企業を募集します 

 第 9回桑名員弁地域の企業の社会貢献活動展示・アピール会を同時開催します。 

●助成を受けられた団体は、翌年度の助成事業で成果を発表していただきます 

お問い合わせ・ご連絡はお近くの「きらきら基金運営委員」までお願いします。 

 

 

登録団体の皆さまへ 

市民活動応援☆きらきら基金のホームページに掲載している内容を変更されたい場合は、

ご連絡いただければ、随時更新いたします。 また、団体の代表等基本情報の変更があり

ましたらご連絡ください。 どうぞよろしくお願いいたします。 

(URL) https://blog.canpan.info/kirakiraboshi/ 

 

パートナー助成 「NPO法人障がい者支援の輪ののはな × バルーンアートの会」 

 


